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○ 別冊

・令和３年度宮城県公立高等学校入学者選抜求める生徒像・選抜方法一覧

・令和２年度公立高等学校入学者選抜学力検査の分析結果

・公立高等学校入学者選抜における県外からの募集実施状況



高等学校入学者選抜審議会条例
（昭和２８年３月２８日条例第４０号）

最終改正 平成２４年１２月条例第７１号

第１条 教育委員会の諮問に応じ，高等学校の通学区域の検討，入学者の選

抜の方法及びその実施並びに学力検査問題の作成について調査審議するた

め，高等学校入学者選抜審議会（以下「審議会」という。）を置く。

第２条 審議会は，３０人以内の委員で組織する。

２ 審議会に，専門の事項を調査研究させるため，専門委員を置く。

第３条 委員及び専門委員は，学校の教職員，総合教育センターの職員，教

育庁の職員及び学識経験者のうちから教育委員会が任命又は委嘱する。

第４条 委員の任期は二年とする。ただし，補欠による委員の任期は，前任

者の残任期間とする。

２ 教育委員会が必要と認めたときは，前項の規定にかかわらず，任期中に

おいても当該委員を解職することができる。

３ 専門委員は，当該専門の事項に関する調査研究が終了したときは，退任

するものとする。

第５条 審議会に，委員長及び副委員長各一人を置き，委員の互選によって

定める。

２ 委員長は，会務を掌理する。

３ 副委員長は，委員長に事故あるとき，その職務を代行する。

第６条 審議会の会議は，必要に応じて委員長が招集する。

第７条 この条例に定めるものを除く外，審議会の議事の手続その他審議会

の運営に関し必要な事項は，委員長が会議にはかって定める。

附 則

この条例は，公布の日から施行する。

附 則（昭和４７年１０月１１日条例第２７号抄）

（施行期日）

１ この条例は，公布の日から施行する。

附 則（平成２４年１２月２０日条例第７１号抄）

（施行期日）

１ この条例は，平成２５年４月１日から施行する。
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報 告（１） 関係資料

報告（１）

令和２年度宮城県公立高等学校入学者選抜結果について

１ 総括 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １

２ 学科別出願者数・合格者数等 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２

３ 地区別出願者数・合格者数等（全日制課程） ・・・・・・・・・・・ ２

４ 学科別出願倍率 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ３

５ 地区別出願倍率（全日制課程） ・・・・・・・・・・・・・・・・・ ３

６ 出願状況からみた全県一学区化に伴う地区外受験状況について

・・・・ ３

７ 令和２年度公立高等学校入学者選抜学力検査の分析結果について

・・・・ ４

資料１



１　総　括 (単位：人）

令和２年度 平成３１年度

  中学校卒業予定者数 ※１ 19,930 20,776

  募    集    定    員 (a) 14,280 14,520

(202) 193

募集定員 14,280 1,000

出願者数 ※２ 14,650 366 (1)

出願倍率 （倍） 1.03 0.37

欠席者数 180 13

受験者数 14,470 353 (1)

受験倍率 （倍） 1.01 0.35

合格者数 (c) 12,668 334 (1)

募集人数 　 4,770

出願者数 7,904

出願倍率 （倍） 1.66

欠席者数 20

受験者数 7,882

受験倍率 （倍） 1.65

合格者数 (d) 4,463 159 (2)

募集人数 (72) 92

出願者数 (51) 64

合格者数 (e) (51) 61

募集人数 9,807

出願者数 ※２ 10,915

出願倍率 （倍） 1.11

特例措置出願 1

欠席者数 165

受験者数 10,750

受験倍率 （倍） 1.10

合格者数 (f) 8,649

募集人数 1,613 1,162

出願者数 150 170

受験者数 150 169

合格者数 (g) 131 151

※3 (h＝b＋c＋d＋ｅ＋f＋g） 12,799 13,517

(h/a *100) 89.6% 93.1%

　※２　出願者数には，特例措置による出願（出願期間後の急な転居等による出願）を含む。

　※３　令和２年度の全合格者数について，（ｂ）及び（ｅ）は第一次募集（ｃ）の内数である。

(単位：人）

令和２年度 平成３１年度

募集定員 450 450

募集人数 450 450

出願者数 155 153

受験者数 155 153

合格者数 155 153

前
期
選
抜

※一期の結果について，出願者数，受験者数，合格者数には，０単位編入生の数を含む。

令和２年度宮城県公立高等学校入学者選抜結果概要

全　日　制　課　程 定　時　制　課　程

令和２年度

　　　　　　　　　↑　　　　　　　　　　　↑
　　　（注） （　　）内数字は，社会人特別
　　　　　 選抜合格者数で内数

1,000

　併設型中学校から併設型高等学校への入学　 (b)

0.83

300

1,000

0.85

254

後
期
選
抜

841

299

0.36

0

49 63

286

0.34

256

9月実施

11

11

通　信　制　課　程　（ 二　期 ）

第
二
次
募
集

666 585

59 78

59

50 50

199 347

9月受付 11

9月実施

令和２年度 平成３１年度

383 478

38.3% 47.8%
　※１　中学校卒業予定者数は，令和２年度は令和元年５月１日現在，平成３１年度は平成３０年５月１日現在の数字である。

通　信　制　課　程　（ 一　期 ）

入
学
者
選
抜

77

平成３１年度

－ －

13

4

250

報告（１）

全 合 格 者 数

充 足 率 (%)

第
一
次
募
集

連
携
型
選
抜
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２　学科別出願者数・合格者数等
(1) 全日制課程 (単位：人，％）

中高一貫教育 第二次募集

出願者数 合格者数 合格率 進学者数 合格者数

1 普    通 9,040 9,907 8,411 84.9 243 61 8,472

2 農　  業 720 602 572 95.0 - 10 582

3 工　  業 1,480 1,431 1,300 90.8 - 12 1,312

4 商　　業 1,160 987 848 85.9 10 28 876

5 水    産 240 176 168 95.5 - 6 174

6 体    育 120 106 106 100.0 - 1 107

7 英    語 80 89 80 89.9 - - 80

8 家    庭 120 103 96 93.2 - 3 99

9 看    護 40 47 40 85.1 - - 40

10 理    数 200 300 200 66.7 - - 200

11 美    術 40 52 40 76.9 - - 40

12 総　　合 960 790 751 95.1 - 10 761

13 福　　祉 40 19 16 84.2 - - 16

14 災害科学 40 41 40 97.6 - - 40

計 14,280 14,650 12,668 86.5 253 131 12,799

(2) 定時制課程 (単位：人，％）

中高一貫教育 第二次募集

出願者数 合格者数 合格率 進学者数 合格者数

1 普  通 760 335 308 91.9 － 42 350

2 工  業 240 31 26 83.9 － 7 33

計 1,000 366 334 91.3 － 49 383

３　地区別出願者数・合格者数等（全日制課程） (単位：人，％）

中高一貫教育 第二次募集

出願者数 合格者数 合格率 進学者数 合格者数

1 刈田・柴田 1,280 1,026 957 93.3 － 29 986

2 伊　　　具 280 215 208 96.7 － 5 213

1,560 1,241 1,165 93.9 － 34 1,199

3 亘理・名取 1,000 1,050 930 88.6 － 7 937

4 仙  台  南 2,320 2,838 2,274 80.1 104 5 2,279

3,320 3,888 3,204 82.4 104 12 3,216

5 仙  台  北 2,800 3,580 2,758 77.0 － 7 2,765

6 塩      釜 1,120 1,275 1,101 86.4 － 3 1,104

7 黒      川 480 487 462 94.9 － 1 463

4,400 5,342 4,321 80.9 － 11 4,332

8 大      崎 1,280 1,138 1,044 91.7 98 17 1,061

9 遠      田 440 320 309 96.6 － 9 318

10 登      米 600 506 489 96.6 － 4 493

11 栗      原 560 409 402 98.3 － 2 404

2,880 2,373 2,244 94.6 98 32 2,276

12 石      巻 1,520 1,319 1,251 94.8 － 41 1,292

13 本      吉 600 487 483 99.2 51 1 484

2,120 1,806 1,734 96.0 51 42 1,776

14,280 14,650 12,668 86.5 253 131 12,799

募集定員

全合格者数

中部南地区

南部地区

 総        計

北部地区

東部地区

中部北地区

第一次募集

全合格者数

第一次募集

募集定員地　区

全合格者数学  科

募集定員
第一次募集

学  科

※　中高一貫教育進学者数は，連携型選抜合格者数と併設型中学校から併設型
高校への進学者数を合わせたもの
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４　学科別出願倍率
H29～H31は後期選抜，H24は一般入試 (単位：倍）

R2 H31 H30 H29 H24

1 普    通 1.10 1.18 1.20 1.24 1.27

2 農　  業 0.84 1.13 1.11 1.12 0.94

3 工　  業 0.97 1.08 1.14 1.26 1.21

4 商　　業 0.85 0.95 0.99 1.09 1.28

5 水    産 0.73 0.77 0.68 0.85 0.97

6 体    育 0.88 1.28 1.08 1.83 1.54

7 英    語 1.11 0.89 1.69 1.43 1.22

8 家    庭 0.86 0.95 1.07 1.18 1.06

9 看    護 1.18 1.50 1.36 1.54 1.50

10 理    数 1.50 1.40 1.82 1.36 1.29

11 美    術 1.30 1.45 1.65 2.05 1.00

12 総　　合 0.82 0.79 0.91 0.96 1.12

13 福　　祉 0.48 0.40 0.46 0.83 －

14 災害科学 1.03 1.04 0.42 1.21 －

1.03 1.11 1.15 1.20 1.23

0.37 0.36 0.30 0.32 0.49

５　地区別出願倍率（全日制課程）

H31～H29は後期選抜，H24は一般入試 (単位：倍）

　 R2 Ｈ31 Ｈ30 Ｈ29 H24

0.80 0.84 0.85 0.97 0.96

1.17 1.30 1.39 1.41 1.46

1.21 1.39 1.36 1.44 1.48

0.82 0.78 0.85 0.89 0.97

0.85 0.84 0.94 0.96 0.98

1.03 1.11 1.15 1.20 1.23

６　出願状況から見た全県一学区化に伴う地区外受験状況について
※数値は総受験者に対する各地区外受験者数の割合（％）

学区あり

全体推移
第一次募
集制

R2 H31 H30 H29 H28 H27 H26 H25 H24 H23 H22 H21

16.6% 18.0% 17.6% 17.0% 17.2% 16.0% 15.3% 15.7% 14.5% 14.2% 13.6% 8.5%

10.2% 10.9% 10.6% 10.1% 10.5% 10.0% 9.0% 9.7% 8.7% 8.2% 7.7% 4.4%

5.5% 6.3% 5.9% 6.0% 5.9% 5.1% 5.5% 5.2% 5.0% 5.1% 5.0% 3.4%

0.9% 0.8% 1.0% 0.9% 0.8% 0.9% 0.8% 0.8% 0.8% 0.8% 0.9% 0.7%

内
訳

出願倍率

１　中部南北地区間

２　中部地区と他地区間

３　中部地区以外の地区間

地区外受験者の割合

県内一学区

地　区
出願倍率

学  科

全日制課程

定時制課程

中部南地区

推薦入試あり

北部地区

東部地区

 総        計

南部地区

前期・後期選抜制

中部北地区
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７ 令和２年度公立高等学校入学者選抜学力検査の分析結果について 

 

１ 目  的 

（１）検査問題の妥当性を検証し，今後の内容・形式等の改善に役立てる。 

（２）受験者の学習成果の実態を明らかにし，県下中学校の学習指導上の課題

を考察し，改善の指針を示す。 

２ 学力検査 

国語，社会，数学，理科，英語 

３ 分析方法 

全日制課程の受験者のうち，５０校・学科から４００人の答案を抽出し，教

科ごと，小問ごとにその状況を分析考察した。 

４ 分析結果 

（１）平均点について   ※（ ）は昨年度の後期選抜の平均点 

教 科 国語 社会 数学 理科 英語 総点 受験者数 

平 均 
55.6 

(67.2) 

47.8 

(58.5) 

44.5 

(45.9) 

61.6 

(55.7) 

50.9 

(58.5) 

260.4 

(285.7) 

14,470 

(10,750) 

（２）得点分布 

冊子３～４ページ 

（３）各教科の概況 

教科 概 況 

国語 
話すこと・聞くこと及び伝統的な言語文化に関しては知識の定着が

みられるが，文章全体の要旨を捉えて適切に表現する力，叙述に即し

て内容を適切に表現する力に課題がみられる。 

社会 
記述問題と論述問題の無答率が高い。地理的分野では基礎・基本的

な内容の理解に，歴史的分野と公民的分野では，複数の資料から情報

を読み取り，社会的事象を思考・判断・表現する力に課題がみられる。 

数学 

基礎的・基本的な知識・技能の定着が図られているが，図形を多面

的な視点で捉え考察する力，根拠を明らかにして筋道を立てて説明す

る力，図やグラフを利用して問題を解決する力に課題がみられる。 

理科 

基本的な用語を答える問題の正答率が高く，基礎・基本の定着がみ

られるが，選択問題，論述問題ともに，知識や実験結果を基に考察し，

判断する力や表現する力に課題がある。 

英語 

英語を聞いて解答する問題では，断片的な情報を捉える力は身に付

いているが，全体から概要や要点を捉える力，英文の内容を正確に読

み取る力に課題がある。 
 

各教科 

共 通 
（得点率・
無答率） 

基礎的・基本的な知識の定着が図られているが，知識や理解を活
用して思考・判断・表現する力に課題がみられる。既習の知識を組
み合わせて考察する問題，情報を読み取り，考え，的確に表現する
問題については，正答率・得点率が低く，無答率も高い傾向にある。 

※無答率：解答欄が空白であったものの割合 
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報 告（２） 関係資料

報告（２）

令和３年度宮城県公立高等学校入学者選抜について

（１）募集定員，日程等 ・・・・・・・・ １

（２）令和３年度宮城県公立高等学校入学者選抜一覧の詳細について

社会人特別選抜（定時制課程），事務日程（予定） ・・・・・ ２

資料２



１　募集定員

　　 全日制課程

　　 定時制課程

２　実施する検査

３　入学者選抜に係る配慮事項等

４　入試情報の公開

報告（２）

○ 「宮城県教育庁高校教育課ＨＰ」の「入試情報」のページに掲載しています。

https://www.pref.miyagi.jp/site/sub-jigyou/kyo-r3nyushi.html

学習状況等も把握しながら対応する必要がある。

○ 特定の入学志願者が不利にならないよう，学力検査の出題範囲，調査書の取扱い等の配慮

事項について，中学校，高等学校及びＰＴＡ等の関係者等から情報収集して現状を把握し，

入学者選抜審議会での審議等も踏まえ，検討結果を７月中に公表する予定とする。

○ なお，新型コロナウイルス感染症の再度の感染拡大も想定されることから，配慮事項等の検

討は，地域の感染状況等も踏まえながら８月以降も継続することとし，内容等に変更が生じ

る場合には，改めて，公表することとする。

※ ２ ： 連携型選抜は，連携型中高一貫教育を行っている，南三陸町内の２中学校（志津川中，歌津中）の生徒を対象として，

志津川高校において実施

※ ３ ： 合格者数が募集定員に満たない高校で実施

○ 入学者選抜に係る配慮事項等については，地域における中学校等の学校再開後の教育活動，

○ 学力検査を実施する場合は，国語・数学・英語のうち１教科以上を実施

合格発表
令和３年３月２２日（月）
　　　 もしくは２３日（火）

○ 実施校で定め，後日公表する

第二次募集 実施する検査（予定）

検査日 令和３年３月２２日（月）
○ 学力検査，面接・実技・作文のいずれか１つ又は複数を実施

追試験 令和３年３月１０日（水） ○ 本試験に準じる

合格発表 令和３年３月１６日（火）

本試験 令和３年３月　４日（木）

○ ５教科の学力検査（国語・社会・数学・英語・理科）

（３年生の学習内容からの出題範囲は現在検討中）

○ 学校によっては面接・実技・作文のいずれかを実施

0

1,000 1,000 0

第一次募集・連携型選抜 実施する検査（予定）

※１：大河原商業高等学校流通マネジメント科，石巻北高等学校総合学科　各１学級減による，合計８０人の減。
      なお，全日制の第一次募集の募集人数には，併設型及び連携型中学校からの入学予定者２８２人を含む。

令和３年度宮城県公立高等学校入学者選抜について

令和３年度 令和２年度 増減

　通信制課程
　（美田園高校）

500 500 0
一期入学者選抜 450

募集定員(全日制課程＋定時制課程) 15,200 15,280 ▲ 80
14,200 14,280 ▲ 80

450 0

二期入学者選抜 50 50

※ ３

※１

※ ２
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○全日制課程･･･６９校１３３学科・コース

○定時制課程・・・１３校２１学科

Ⅰ　社会人特別選抜（定時制課程）

　普通科　８校１３学科･部

Ⅱ　事務日程（予定）

募 集 定 員 公 表 　令和２年７月２日(木）

令和３年度宮城県公立高等学校入学者選抜一覧の詳細について

入学者選抜実施校数の数え方

　分校も１校と数えている。学科数は，複数の学科が一括募集を実施する場合は，まとめ
　て１学科として，同一学科でコース別に募集する場合は，それぞれのコースを１学科と
　して数えている。

　分校も１校と数えている。

１１校１９学科･部

　専門学科　３校６学科

大河原商
名取
佐沼
気仙沼
貞山（昼・夜）
田尻さくら（Ⅰ部・Ⅱ部）
東松島（Ⅰ部・Ⅱ部・Ⅲ部）
仙台大志（Ⅰ部・Ⅱ部）

仙台工（建築土木・機械）
古川工（電気・機械）
宮城二工（電子機械・電気）

事　項 期　日

求 め る 生 徒 像 ・ 選 抜 方 法 一 覧 公 表 　令和２年７月２日(木）

出 願 希 望 調 査 　令和３年１月１３日（水）から１月１５日（金）午後３時まで

第 一 次 募 集

出 願 受 付 　令和３年２月１５日（月）から２月１８日（木）午前１１時まで

学 力 検 査 等 実 施 日 　令和３年３月４日（木）

追 試 験 実 施 日 　令和３年３月１０日（水）

合 格 者 の 発 表 　令和３年３月１６日（火）午後３時

第 二 次 募 集

出 願 受 付 　令和３年３月１７日（水）から３月１９日（金）午後３時まで

学 力 検 査 等 　令和３年３月２２日（月）

合 格 者 の 発 表 　令和３年３月２２日（月）又は３月２３日（火）

　令和３年９月上旬の出願受付を予定
合 格 通 知

通 信 制 課 程

一 期 入 学 者 選 抜

出 願 受 付 　令和３年３月１１日（木）から３月１９日（金）午前１１時まで

面 接 検 査 　令和３年３月２２日（月）から３月２４日（水）の指定された日

合 格 通 知 　令和３年３月２５日（木）に郵便で発送

二 期 入 学 者 選 抜
出 願 受 付
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審議Ⅰ 関係資料

審議Ⅰ

（１）令和３年度宮城県公立高等学校入学者選抜に係る質問紙調査

集計結果・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １

（２）中学校等の臨時休業の実施等を踏まえた令和３年度宮城県

公立高等学校入学者選抜における配慮事項等について・・・・・・ ２

資料３



中学校計

ア：例年と同等の定着が見込める 5.1%
イ：概ね同等の定着が見込める 42.9%
ウ：やや難しい 46.0%
エ：非常に難しい 6.1%

中学校計

ア：従来通りで良い 17.2%

中学校計

ア：出題範囲を限定 78.7%
イ：選択問題の出題 12.2%
ウ：その他 9.1%
教科によっては出題範囲を限定し，教科によっては選択問題を出題する

出題範囲を狭めるとともに，選択問題を出題する

基本的な問題を中心にして，難易度の高い問題を減らす　　等

　国語41.7％，社会87.2％，数学71.2％，英語76.3％，理科80.1％

Ｑ２−２ ３学年の学習内容について，出題範囲や出題方法を配慮する場合の考え

Ｑ２−３ 出題範囲や出題方法を配慮すべきと考える教科

（１）令和３年度宮城県公立高等学校入学者選抜に係る質問紙調査　集計結果

調査数 １９８校

Ｑ１ 学習の遅れを回復するための取組を行う中で，例年と比べて同等の学習定着は

   見込めるか。

Ｑ２−１ ３学年の学習内容からの出題について

イ：３学年の学習内容は，出題範囲や

  出題方法に配慮が必要
82.8%

5.1%
42.9%
46.0%

6.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

ア
イ
ウ
エ

17.2%

82.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ア

イ

78.7%
12.2%
9.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ア
イ
ウ

82.8％が

配慮が必要と回答

「理解や定着のための時間が限られているため」

「話し合い活動など深める活動ができていないため」

「学習定着の見込みに不安があるため」

<全ての内容について履修する計画を立てているものの・・・>

他県から受験する生徒の存在

自治体による授業日数や対応の差 一定の配慮が必要

採用している教科書の配列などで学校に不公平が生じないようにして欲しい

３年生の後半部分の学習内容の定着が厳しい配慮事項検討

の際の観点
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（２）中学校等の臨時休業の実施等を踏まえた令和３年度宮城県公立高等学校入学者

選抜における配慮事項等について（案） 
 
 新型コロナウイルス感染症の感染拡大により，全国の多くの中学校等で臨時休業が実施された

ことを踏まえ，令和３年度宮城県公立高等学校入学者選抜における第一次募集の実施について以

下のように配慮することとしたい。 
 

１ 学力検査の出題範囲 

○ 学力検査については，国語，社会，数学，理科及び英語の５教科を実施する。 

○ 出題範囲については，中学校第１，２学年の学習内容に加え，中学校第３学年の学習

範囲からも出題する。 

○ 学校再開後の中学校等における学習状況を踏まえ，社会・数学・理科の３教科につい

ては，下記の内容を出題範囲から除外する。 

○ 国語・英語については，単元の構造が難しいことから出題範囲の縮小は行わない。 

教 科 出題範囲から除外する内容 

社 会 ○ 公民的分野の「私たちと国際社会の諸課題」 

数 学 
中学３年生で学習する内容のうち次の内容 

○ 標本調査 

理 科 
○ 第１分野「科学技術と人間」 

○ 第２分野「自然と人間」 

 

２ 調査書の取扱い 

○ 入学者選抜資料として調査書を活用するにあたって，出席日数や学習評価の内容等の

記載により不利益を被ることのないようにする。 
○ 諸活動の記録や指導上参考となる諸事項等の記載が少ないことをもって，入学志願者

が不利益を被ることがないようにする。 
○ 部活動等の実績等については，中止，延期又は規模縮小等となった行事・大会等に入

学志願者が参加できなかったことのみをもって不利益を被ることがないようにする。 

 

３ 県外受験者の取扱い 

   ○ 県外からの受験者について，受験者の中学校等が所在する都道府県や自治体の状況等

も踏まえ，上記１，２での配慮事項だけでは不利益が生ずる場合には，別途必要な配

慮事項について検討することとする。 
 
 
※ 令和３年度宮城県公立高等学校入学者選抜の詳細については，今後定める「令和３年度

宮城県公立高等学校入学者選抜要項」（９月中旬公表予定）において周知する予定です。 

審議Ⅰ 
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諮問・審議Ⅱ 関係資料

諮 問

諮問文・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １

１ 令和４年度宮城県立高等学校入学者選抜方針について（別紙１） ・・ ２

２ 令和４年度宮城県立高等学校入学者選抜日程について（別紙２） ・・ ４

審議Ⅱ

１ 令和４年度宮城県立高等学校入学者選抜方針について ・・・・・・・ ５

２ 令和４年度宮城県立高等学校入学者選抜日程について

（１）平成２３年度～令和３年度高等学校入学者選抜日程の推移 ・・ ５

（２）令和４年度入学者選抜日程のシミュレーション ・・・・・・・ ６

資料４
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（別紙１） 

令和４年度宮城県立高等学校入学者選抜方針（案）  

  宮城県立高等学校における入学者選抜は，高等学校及び中学校における教育の目的の実

現及び健全な教育の推進を期し，公正かつ適正な選抜方法と選抜尺度により厳正に行うも

のとする。 

 

１ 基本原則 

 (1) 各宮城県立高等学校長（以下「高等学校長」という。）は，その教育を受けるに足る

多様な能力と適性等を積極的に評価し，選抜するものとする。 

 (2) 出願事務及び選抜事務の厳正を期するため，中学校にあっては調査書等作成のため

の委員会を，宮城県立高等学校（以下「高等学校」という。）にあっては選抜のための

委員会を設置するものとする。 

 

２ 第一次募集 

 (1) すべての高等学校は，学校・学科の特色に応じて，第一次募集を実施する。選抜に    

当たって，高等学校長は，原則として，調査書，学力検査の結果及び必要に応じて実

施する面接，実技（体育及び美術に関する学科の場合），作文の検査結果に基づいて共

通選抜と特色選抜の２通りの方法により選抜するものとする。 

 (2) 学力検査 

  イ 学力検査の実施教科は，国語，社会，数学，理科及び英語とする。 

  ロ 学力検査の内容は，中学校学習指導要領の趣旨を踏まえ，基礎的・基本的なもの   

を重視するとともに，生徒の多様な能力・適性等が評価できる適切な質と分量の問

題になるよう配慮するものとする。 

 

３ 追試験 

   すべての高等学校は，第一次募集検査日当日に，やむを得ない事由により受験できな

かった者を対象に，追試験を実施する。 

  この場合，学力検査，面接，実技（体育及び美術に関する学科の場合）及び作文並び

に選抜方法等については，第一次募集に準ずる。 

 

４ 第二次募集 

    合格者数が，募集定員に満たない場合においては，第二次募集を行うものとする。選

抜に当たって，高等学校長は，調査書のみの審査，あるいは調査書に，第二次募集の学

力検査，面接，実技（体育及び美術に関する学科の場合）及び作文のいずれか一つ又は

複数の結果を合わせた審査を行うことができる。 

         

５ 連携型中高一貫教育に関する選抜 

    連携型中高一貫教育を実施する高等学校は，連携型中高一貫教育を実施する中学校の

卒業生を対象とした選抜を実施する。選抜に当たって，当該高等学校長は，原則として， 

調査書，その他必要な書類，学力検査（第一次募集に準ずる。）及び面接等の結果に基

づいて総合的に審査するものとする。 

2



 

６ 社会人特別選抜 

    定時制課程の学科を有する高等学校においては，第一次募集において社会人を対象と

した選抜を行うことができる。当該高等学校長は，学力検査について，弾力的に対応す

ることができるものとする。 

 

７ 通信制課程に関する選抜 

  当該高等学校長は上記によらず，選抜を行うことができるものとする。 
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（別紙２） 

 

令和４年度宮城県立高等学校入学者選抜日程（案）  

 

 

 

    第一次募集 

 

 

実 施 日  令和４年 ３月 ４日（金） 

 

 

追 試 験 日  令和４年 ３月１０日（木） 

 

 

合格発表日  令和４年 ３月１６日（水） 
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１ 令和４年度宮城県立高等学校入学者選抜方針について 

令和４年度宮城県立高等学校入学者選抜方針（２ページ（別紙１）参照） 

 

２ 令和４年度宮城県立高等学校入学者選抜日程について 

（１）平成２３年度～令和３年度宮城県立高等学校入学者選抜日程の推移 

 

  

　　※ 令和４年カレンダー

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

1 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5

2 3 4 5 6 7 8 6 7 8 9 10 11 12 6 7 8 9 10 11 12

9 10 11 12 13 14 15 13 14 15 16 17 18 19 13 14 15 16 17 18 19

16 17 18 19 20 21 22 20 21 22 23 24 25 26 20 21 22 23 24 25 26

23 24 25 26 27 28 29 27 28 27 28 29 30 31

30 31

入試年度
平成

23年度
24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 31年度

令和
2年度

令和
3年度

入試制度 前期選抜・後期選抜・第二次募集

1.13～16 1.12～15 1.10～13 1.9～12 1.8～11
推薦入学・前期選抜
出願者受付

1.13～21 1.16～23 1.11～16 1.14～17

推薦入学出願者の面接等 1.31(月） 1.31(火）

（私立高入試Ａ日程） 2.1（火） 2.1（水） 1.28(月) 1.29(水) 1.28(水) 1.27(水) 1.25(水) 1.24(水) 2.4（月）

2.3（木） 2.3（金） 1.30(水) 1.31(金) 1.30(金) 1.29(金) 1.27(金) 1.26(金) 2.6（水） 2.6（木）

前期選抜実施日 2. 1(金) 2. 4(火) 2. 3(火) 2. 3(水)

（私立高入試Ｂ日程）

2. 1(水) 1.31(水) 1.31(木)

推薦入学結果通知
前期合格発表

2. 7(月) 2. 7(火) 2.12(火) 2.12(水) 2.10(火) 2.12(金) 2. 9(木) 2. 8(木) 2. 8(金)

出願受付 2.16～24 2.16～23 2.20～25 2.20～25 2.19～24 2.23～26 2.21～24 2.19～22 2.18～21

3. 9(水) 3. 8(木) 3. 7 (木) 3. 6 (木) 3. 5 (木) 3. 9 (水) 3. 8 (水) 3. 6 (火) 3. 6 (水) 3.4（水） 3.4（木）

追試験 3.10（火） 3.10（水）

学力検査

3.14(水） 3.14(木） 3.16(月）合格者の発表 3.15(火） 3.14(水） 3.13(水） 3.12(水）

3.13～17 3.13～17 3.17～18 3.17～21

3.12(木） 3.16(水） 3.16(木）

第二次募集実施日
・合格発表

3.22～23 3.21～22 3.21～22 3.19～20

3.16(火）

第二次募集出願受付 3.16～18 3.15～19 3.14～18

3.23～24 3.22～23
 3.20
 又は22

 3.19
 又は20

3.23
 又は24

3.15～19 3.15～18
3.17～
19

※は予定

1　月 ２　月 ３　月

推薦入試・一般入試
・第二次募集

3.19～20

第一次募集
第二次募集

2.2（火）

3.22
 又は23

3.17～19

2.17～
20

2.15～18

2.4（火）

2.4（木）

令和
４年度

※

※

※※

※

※
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（２）令和４年度宮城県立高等学校入学者選抜日程のシミュレーション 
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審議Ⅲ 関係資料

審議Ⅲ

宮城県立高等学校入学者選抜への全国募集の導入について ・・・・・・ １

資料５



 

宮城県立高等学校入学者選抜への全国募集の導入について 
 

他道府県における全国募集の状況  

県外からの募集を実施しているのは，３５道府県３４１校 

※ 未実施：宮城・青森・埼玉・千葉・東京・富山・福井・愛知・大阪・香川・佐賀・沖縄（１２都府県） 
 

（１）全国募集の主な形態 

① 特定の部活動での活躍を期待した募集 

      例：岐阜県立海津明誠高校ヨット部，三重県立白子高校卓球部・剣道部（女子）， 

京都府立須知高校ホッケー部，栃木県立日光明峰高校アイスホッケー部 等 

② 地域との連携による取組を主とする募集 

    地元自治体からの全面的なサポートを受けて，地域を題材とした課題解決型探究学習，自治体に 

よる教育課程外の体験学習等を実施 

例：岩手県立葛巻高校「くずまき山村留学制度」，山形県立遊佐高校「自然体験型留学支援制度」，

島根県立隠岐島前高校「島留学」，宮崎県立飯野高校「えびの市飯野高校支援事業」 等 

③ 全国的に珍しい学科，特色のある取組をしている学校で募集 

例：滋賀県立信楽高校・信楽焼，長野県立白馬高校国際観光科， 

岩手県立種市高校海洋開発科，音楽科，等 

④ 特に条件を設けない募集 

  例：秋田県（全高校において前期選抜で募集人数の10％設定） 
 

（２）全国募集を実施する主な理由 

○少子化により，小規模校での定員確保や教育活動の活性化に困難を感じているため 

○学校，地域の活性化のため（自治体からの要望含む） 

○特定の部活動における競技力向上のため 
 

（３）全国募集を実施するために教育委員会が設定している条件 

○過去数年の平均志願倍率等   例：過去３年平均志願倍率０.８０倍未満（愛媛県） 

○身元引受人の確保（多数の道府県が条件として設定） 

○特色ある取組み（県内で唯一の学科を有する又は地域との連携による教育がなされている 等） 

○一般公共交通機関がなく，寮などがある学校が対象（福島県） 
 

（４）市町村による支援 

    ○経済的支援（入学準備金，部活動費補助，下宿費補助，交通費補助 等） 

    ○環境支援（公営塾設置（学習面），寮の整備（生活面） 等） 

○身元引受人の紹介（教育長や自治体の首長が身元引受人になる場合もある） 

  ○探究活動や課外活動等における連携 
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審議Ⅲ

（１）　専門委員の設置

（２）　専門委員の任期

令和２年８月７日から令和３年６月３０日まで

（３）専門委員名簿

№ 氏　　名 現　　　　　職 委員

1 田端　健人 宮城教育大学教職大学院　教授 入選審委員

2 佐々木奈緒子 宮城県ＰＴＡ連合会　副会長 入選審委員

3 中里　寛 大河原町立大河原中学校　校長 入選審委員

4 岡　邦広 総合教育センター所長 入選審委員

5 葛西　利樹 宮城県志津川高等学校　校長

6 早川　健次 宮城県宮城野高等学校　教頭

7 河本　和文 東北学院榴ケ岡高等学校　副校長

8 小山　順子 南三陸町立歌津中学校　教頭

　宮城県公立高等学校入学者選抜への全国募集の導入について，より充実した教育環境の実現
という視点を踏まえながら，メリット・デメリットを検証し，導入の是非，そして導入するとしたら，どのよ
うな条件が必要なのか等について検討するために小委員会を設置する。

宮城県公立高等学校入学者選抜への全国募集の導入に係る専門委員の設置について（案）
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審議Ⅳ 関係資料

審議Ⅳ

令和４年度宮城県立高等学校入学者選抜における観点別学習状況の評価の

取扱いについて・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １

資料６



 

令和４年度以降の宮城県立高等学校入学者選抜における観点別学習状況の評価の取扱いについて 

（１）「小学校，中学校，高等学校及び特別支援学校等における児童生徒の学習評価及び指導要録の

改善等について（通知）」（平成３１年３月２９日付け３０文科初第１８４５号） 

 

★観点別学習状況の評価の観点の整理 
 

 

 

 

 

 

 

★各教科における評価の基本構造 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各学習指導要領
に示す目標や内容

観点別学習状況
評価の各観点

・観点ごとに評価し，生徒
の学習状況を分析的に捉え
るもの

知識・技能 思考・判断・表現
主体的に学習に

取り組む態度

知識及び技能
思考力，判断力，

表現力等

学びに向かう力，

人間性等

感性，思いやりなど

個人内評価

・観点別学習状況の評

価や評定には示しきれ

ない児童生徒の一人一

人のよい点や可能性，

進歩の状況について評

価するもの

・児童生徒が学習した

ことの意義や価値を実

感できるよう，日々の

教育活動の中で児童生

徒に伝えることが重要評 定
・観点別学習状況の評価の結果を総括するもの。

・５段階で評価

３観点観点ごとに

ABCの３段階で

評価

★新学習指導要領の実施スケジュール

令和

元年度

令和

２年度

令和

３年度

令和

４年度

令和

５年度

中学校

３年生

高校

入学

中学校

２年生

中学校

３年生

高校

入学

中学校

１年生

中学校

２年生

中学校

３年生

高校

入学

小学校

６年生

中学校

１年生

中学校

２年生

中学校

３年生

高校

入学

小学校

５年生

小学校

６年生

中学校

１年生

中学校

２年生

中学校

３年生

令和４年度

入試

令和５年度

入試

令和２年度

入試

令和３年度

入試

旧ｶﾘｷｭﾗﾑ

調査書

旧ｶﾘｷｭﾗﾑ

調査書

新ｶﾘｷｭﾗﾑ

調査書

新ｶﾘｷｭﾗﾑ

調査書

※網掛けは新学習指導要領

による観点別学習状況の

評価を実施する学年

【現行】 【新学習指導要領】

関心・意欲・態度

思考・判断・表現

技能

知識・理解

４観点 ３観点整理

知識・技能

思考・判断・表現

主体的に学習に

取り組む態度
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（２）現在，県立高等学校入学者選抜の出願の際に用いられている調査書様式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※Ｎｏ．

 記載内容に誤りがないことを証明します。

年 月 日

平成 年 月 日生

令和 年 月

  １　各教科の学習の記録

　　　　　　　　  　　　　  学年
  教科　　　　　　　　　　　　

  ６　欠席の状況

（令和２年度入学者選抜用） 調査書等作成委員会
受
験
番
号

調査書 記載責
任者印

ふ り が な

性
別氏 名

 令和

生年月日
学 校 名

校 長 氏 名 印
卒業年月

  ４　特別活動等の記録

   (1) 学級活動 　(2) 生徒会活動 　(3) 学校行事 　(4) その他１ ２ ３ ※

国 語

社 会

数 学

理 科

外 国 語

音 楽

美 術

保 健 体 育

基本的な生活習慣 思 い や り ・ 協 力

技 術 ・ 家 庭

  ５　スポーツ活動，文化活動，社会活動，ボランティア活動
　　等の記録  ２　総合的な学習の時間の記録

  ３　行動の記録

事由
  学年

自 主 ・ 自 律 勤 労 ・ 奉 仕 １

健 康 ・ 体 力 の 向 上 生 命尊 重 ・ 自然 愛護
  　　　　　　　事項

欠席日数

  ７　特記事項 ※Ｎｏ．

責 任 感 公 正 ・ 公 平 ２

創 意 工 夫 公 共 心 ・ 公 徳 心 ３
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